
『
佳

人

之

奇

遇
』

を

読

む

1

小
説
と
現
実
の

「時
差
」
1

高

井

多
　
佳
　
子

r佳人之奇遇』を読む

は
　

じ
　

め
　

に

　
政
治
小
説
は
文
学
史
研
究
上
で
は
近
代
以
前
の
文
学
と
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、

現
段
階
に
お
い
て
も
そ
の
文
学
史
的
位
置
付
け
の
問
題

は
な
お
流
動
的
で
あ
る
。

筆
者
は
、
政
治
小
説

の
代
表
作
と
さ
れ

る

『
佳
人
之
奇
遇
』
を
研
究
素
材
と
し
て

取
り
上
げ
る
が
、
こ
れ
を
文
学
で
は
な
く
政
治
論
説

の
書
と
し
て
扱

い
、
そ
こ
で

展
開
さ
れ
る
著
者
柴
四
朗

の
政
治
思
想
が
、
近
代
日
本
に
お
け
る
思
想
史
上

に
お

い
て
い
か
な
る
位
置
付
け
を
可
能
と
す

る
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
を
考
察

し
て
い
く
こ
と
を
研
究
課
題
に
お
い
て
い
る
。

　
近
代
日
本
形
成
期
で
あ
る
明
治
日
本
人
の
世
界
情
勢
認
識
が
き
わ
め
て
広
範
囲

に
わ
た
り
深

い
内
容
を
も

つ
こ
と
は
、
当
時
の
新
聞
や
雑
誌
の
論
説
、
記
事
、
投

書
な
ど
に
み
ら
れ
る
通
り
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
の
視
野
は
、
欧
米
列
強
諸
国
、
こ

れ
に
圧
迫
さ
れ
侵
略
さ
れ
る
近
隣
ア
ジ

ア
諸
国
、
そ
し
て
日
本
と
は
直
接
利
害
関

係
を
も
た
な
い
中
近
東
や
ア
フ
リ
カ
の
小
国
を
め
ぐ
る
諸
問
題

に
も
及

ん

で
い

る
。
自
ら
も
列
強
に
抑
圧
さ
れ
る
ア
ジ
ア
の

一
小
国
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
明

治

の
日
本
に
こ
う
し
た
視
野
の
広
さ
を
も

っ
て
世
界
情
勢
を
捉
え
る
姿
勢
を
持
た

せ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
明
治
十
八
年

(
一
八
八
五
)

に
そ

の
初
編
が
刊
行
さ
れ
た
東
海
散
士

(柴
四

朗
)
著

『
佳
人
之
奇
遇
』
は
、
八
編
全
十
六
巻
、
明
治
十
八
年
か
ら
同
三
十
年
に

か
け
て
刊
行
さ
れ
続
け
た
大
著
で
あ
る
。
ほ
ぼ
全
世
界
を
そ
の
舞
台
と
し
、
同
時

代
の
他
の
小
説
と
比
較
し
て
み
て
も
そ
の
ス
ケ
1
ル
の
大
き
さ
で
は
群
を
抜
い
て

い
る
。
小
説
に
は
強
大
国
に
抑
圧
さ
れ
蚕
食
さ
れ
た
弱
小
国
の
惨
状
が
繰
り
返
し

描
写
さ
れ
、
小
国
の
衰
頽
、
衰
亡
に
至
る
所
以
が
解
き
明
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
小
説
は
著
者
柴
四
朗

に
よ

っ
て
、
こ
の
弱
小
国
が
す
な
わ
ち
将
来
の
日
本
の
姿

を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
読
む
よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
点
に
お
い
て
明
治
日
本
人
が
向
け
て
い
た
小
国

へ
の
関
心
と
、
『
佳
人
之
奇
遇
』

が
警
告
す
る
危
機
と
の
連
関
性
を
指
摘
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た

『
佳
人
之
奇
遇
』
は

「
国
権
小
説
」　
(国
権
伸
張
の
意
識
を
も
り
込
む
こ

と
を
理
想
と
し
た
政
治
小
説
)
で
あ
る
と
す
る
位
置
付
け
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

　る
。
明
治
十

一
年
の
愛
国
社
再
興
、
同
十
二
年
末
か
ら
の
国
会
開
設
運
動
、
植
木

枝
盛
な
ど
に
よ

っ
て
ア
ジ
ア
民
族
連
帯
論
が
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
対
外

関
係
の
緊
張
の
中

で

は
国
権
が
民
権

に
優
位
で
あ
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る

「国
権

論
」
は

一
時
後
退
し
た
が
、
や
が
て
再
び
国
権
論
が
台
頭
し
て
く
る
こ
と
と
な

っ

た
。「
明
治
十
七
年

の

『
自
由
新
聞
』
紙
上
に
お
け
る

「国
権
拡
張
論
」
は
、　

「欧

293



窓史

州
強
国

ガ
未
ダ
其
意

ヲ
亜
細
亜
東
洋

二
逞
シ
ウ
セ
ザ

ル
ニ
当
リ
テ
、
自

ラ
進

ン
デ

我
ガ
国
権
ヲ
拡
張

ス
ル
ノ
手
段
ヲ
行

ナ

ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
し
と
主
張
し
た
論
説
で

あ
物
。

ア
ジ
ア
の
先
進
た
る
我
邦
が
ア
ジ
ア
の
衰
運
を
救
う
行
動
を
起

こ
す
べ
き

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
官
民
が
調
和
し

「壮
年
有
志
等
7
熱
心
ヲ
シ
テ
内
事
ヨ
リ

転
ジ
テ
外
事

二
向
カ

ハ
シ
メ
、
政

府

ハ
則
チ
之
ヲ
利
用
シ
テ
大

二函

権
拡
張

ノ
方

法

ヲ
計
画
ス
ベ
キ
デ

ア
ル
」
と
説
く
も

の
で
、
自
由
民
権
運
動
と
は
表
裏

一
体
で

あ

っ
た
国
権
論
が
民
権
伸
張
論
を
措

い
て
台
頭
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

る
。　

「方
今
焦
眉
ノ
急
務

ハ
十
尺
ノ
自
由
ヲ
内

二
伸

ハ
サ
ン
ヨ
リ
寧

ロ
一
尺
ノ
国

権
ヲ
外

二
暢
フ
ル
ニ
在
リ
」
(初
編
巻

二
)
と
国
権
伸
張
を
説
く

『
佳
人
之
奇
遇
』

が
、
こ
の
時
代
背
景
に
呼
応
す
る
よ
う

に
発
表
さ
れ
た
の
も
ま
さ
に
こ
の
時
期
で

あ

っ
た
。

　

『佳
人
之
奇
遇
』
は
、
主
人
公
が
米
国
に
留
学
、
二
佳
人
と

一
老
志
士
と
遙
遁

し
、
彼
等
が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
民
族
の
解
放
と
独
立
の
た
め
に
奔

走

す

る
中

で

様
々
な
出
来
事
が
展
開
し
て
い
く
と
い
う
目
新
し
い
舞
台
設
定

の
も
と
、
当
時
の

日
本
人

の
関
心
お
よ
び
時
代
背
景
に
呼
応
し
た
形
で
登
場
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

「其
頃
佳
人
之
奇
遇
と
い
う
小
説
が
出
て
字
を
読
む
程
の
者
は
読
ま
ぬ
者
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
た
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
当
時
よ
く
読
ま
れ
た
小
説
と
な

っ
た
。

　
著
者
柴
四
朗
は
自
ら
を
主
人
公
東
海
散
士
に
な
ぞ
ら
え
、
自
ら
の
体
験
を
基
軸

と
し
て
小
説
を
展
開
さ
せ
て
い
く
と
い
う
手
法
を
と

っ
て
い

る
が
、

そ

の
内

容

は
、
単
な
る
自
伝
ま
た
は
身
辺
雑
記
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
小
説
は
明
治
十

五
年
春
の
出
来
事
か
ら
始
ま
り
明
治

二
十
八
年
末
を
以
て
そ
の
終

巻

を
終

え

る

が
、
小
説
上
の
設
定
年
代
と
実
際

に
小
説
が
発
表
さ
れ
て
い
く
年
代
と
の
間
に
は

数
年
間

の
時
差
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。　
『佳
人
之
奇
遇
』
を
読
み
進
め
て

い
く
上

で
は
、
こ
の
時
差
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
そ
の
時
差
は
、
柴
四
朗

が

『
佳
人
之
奇
遇
』
執
筆
を
行
う
上
で
ど
ん
な
意
味
を
持

っ
た
の
か
)
そ
れ
は
同
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.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馨

時
代
の
読
者
に
ど
う
読
ま
せ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
、
読
者
は
ま
た
ど
う
読
ん
だ

の

か
。
r本
稿
で
は
こ
の
時
差
に
注
目
し
、　
『
佳
人
之
奇
遇
』
執
筆

の
背
景
と
そ
の
r構

造
を
分
析
し
、
柴

の
も

っ
た
構
想
を
解
明
し
て
い
く
と
と
も
に
、

こ
の
小
説

の
読

み
方
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
構
造
分
析
の
試
み
と
し
て
、　
『佳
人
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

奇
遇
』
を
四
段
階
に
わ
け
て
論
じ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

一　

遊
学
者
東
海
散
士
か
ら
官
僚
柴
四
朗

へ

　
1
、
初
編

(巻

一
・
巻
二
)
か
ら
二
編

(巻
三

・
巻
四
)
ま
で

　
柴
四
朗

に

『佳
人
之
奇
遇
』
を
執
筆
さ
せ
る
契
機
と
な

っ
た
も
の
は
何
で
あ

っ

た
の
か
。
ま
ず
そ
の
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て

『佳
人
之
奇
遇
』
自
叙

(巻

一
)
が
あ
る
。
自
叙
で
は

「散
士
幼

ニ
シ
テ
戊
辰
ノ
変
乱

二
遭
逢

シ
全
家
陸
沈
逼

遭
流
離
、
其
後
或

ハ
東
西

二
瓢
流
シ
或

ハ
筆

ヲ
投
シ
テ
軍

二
従

ヒ
、
逞

々
草

々
席

暖

ナ
ル
ニ
暇
ア
ラ
ス
」
と
自
ら
の
履
歴
を
述
べ
る
。
や
が
て
米
国
留
学

の
機
会
を

得
て
、　
「専
ラ
室
人用
ノ
業
ρ
二
士
心
シ
経
に済
、
商
法
、
殖
産

ノ
諸
課
ヲ
修

ム
ル
ニ
汲

々

タ
リ
シ
貝
リ
殖
産
利
用
ノ
心
日
二
長
シ
テ
、
花
月
風
流

ノ
情
日

二
消

シ
文

ヲ
練
リ

詩

ヲ
詠

ス
ル
ノ
余
閑

二
乏
シ
」
か

っ
た
が
、
　
「多
年
客
土

二
在
リ
国

ヲ
憂

へ
世
ヲ

慨
シ
、
千
万
里
ノ
山
海
ヲ
駿
渉
シ
、
物

二
触
レ
事

二
感

シ
発

シ
テ
筆
ト
ナ
ル
モ
ノ

積
テ
十
余
冊

二
及
ペ
リ
、
是

レ
皆
楡
閑
ノ
漫
録

ニ
シ
テ
和
文
ア
リ
漢
文

ア
リ
、
時

二
或

ハ
英
文
ア
リ
テ
未
タ

一
体
ノ
文
格
ヲ
為
サ
ス
」
と
い
う
状
態

で
あ

っ
た
も
の

を
、
帰
国
し
て
六
十
日
程
で

「本
邦
今
世
ノ
文

二
倣
ヒ
之
ヲ
集
録
削
正
シ
名

ヶ
テ

佳
人
之
奇
遇
」
と
題
し
た
と
説
明
し
て
い
る
。
柴
四
朗

の
米
国
留
学
は
、
明
治
十

二
年

一
月
か
ら
同
十
八
年

一
月
に
帰
国
す
る
ま
で
の
六
年
間
に
及
ぶ
。
自
叙

に
よ

っ
て
そ
の
素
案
は
既
に
滞
米
中
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
帰
国



『佳人之奇遇』を読む

し
た
明
治
十
八
年
刊
行

の
初
編
、
続
く
翌
年
刊
行
の
二
編
は
ど
も
に
、
柴
四
朗
米

国
留
学
中

の
見
聞

の
影
響
が
強
く
出
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

『佳
人
之
奇
遇
』
初
編

(
巻

一
・
巻

二
)
は
、
米
国
留
学
中

の
主
人
公
東
海
散

士
が
、

フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
で
二
人
の
佳
人

(
ス
ペ
イ
ソ
人
幽
蘭

・
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
人
紅
蓮
)
と
、

一
人
の
老
志
士

(清

国
人
萢
卿
)
と
遅
遁
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
経

歴
を
語
り
あ
う
展
開
で
あ
る
。
幽
蘭
は
ス
ペ
イ
ソ
の
ド
ソ

・
カ
ル
ロ
ス
党
を
支
持

す
る
女
志
士
、
紅
蓮
は
ア
イ

ル
ラ
ソ
ド
独
立
運
動
を
後
援
す
る
女
志
士
、
萢
卿
は

明
末

の
名
将
盟
氏
の
部
下
の
末
喬
で
明
朝
恢
復
の
志
を
抱
く
老
志
士
で
あ
り
、
彼

等
は
と
も
に
祖
国
を
離
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
亡
命
者
で
あ
る
こ
と
を
明

か
し
、
そ
の
悲
憤
を
聞
い
た
東
海
散
士
も
ま
た
戊
辰
戦
争
時
の
会
津
落
城
を
回
想

し
明
治
日
本
の
危
機
を
語
る
。

　
そ
の
導
入
部
で
ス
ペ
イ
ソ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
い

っ
た
国
々
の
国
家
興
亡
史
が

語
ら
れ
る
小
説
は
、
当
時
他
に
類
を
見

な
か

っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
読
者

に

は
新
鮮
に
映

っ
た
に
違

い
な
い
。　
『
佳
人
之
奇
遇
』
と
題
し
た
小
説
で
、
重
要
登

場
人
物
で
あ
る
二
佳
人
が
何
故
、
ス
ペ
イ
ン
人
、
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
人

で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
の
か
。
柴
四
朗
に
は
、　

『
佳
人
之
奇
遇
』
発
刊
以
前
に
新
聞
、
雑

誌

へ
寄
せ
た
論
説
が
あ
る
。
筆
者
は
以
前
に
拙
稿
で
そ
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た

が
、
そ
の
論
説
を
見
る
と
、
柴
四
朗
の
視
点
は
早
く
か
ら
あ
る
方
向
に
定
ま

っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
柴
は

一
国

の
衰
頽
、
衰
亡
の
経
緯

に
関
心
が
あ
り
、

そ
の
分
析
を
試
み
る
の
で
あ
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
明
治
九
年
十
月
二
十
七
日
の

『
東
京
日
日
新
聞
』

に

寄
せ
た

「
山
林
ノ
材
木
ヲ
伐

ル
ハ
国
家

ノ
利
害

二
関
ス
ル
ノ
論
」
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
山
林
伐
木

の
利
害
得
失
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
昔
時
の
勢
力
が
全
く
衰
え
た
国
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
の
窮
状
を
例
に
と
る
。

ス
ペ

イ
ソ
の
人
心
風
俗

の
衰
頽
ば
、
そ
の
経
済
の
悪
化
に
起
因
す
る
と
指
摘
し
、
日
本

も
そ
う
な

っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
警
告
を
含
め
た
論
説
で
あ
る
。
柴

に
と

っ
て
ス

ペ
イ
ソ
は
、
大
国
が
衰
頽
し
た
例
と
し
て
早
い
段
階
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
た
国
で

あ
る
ご
と
が
わ
か
る
。

　

ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
に
つ
い
て
は
、
柴
四
朗
が
米
国
留
学
中
、
雑
誌

『東
海
経
済
新

報
』

に
寄
稿
し
た
論
説
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
明
治
十
四
年
六
月
の

「貿
易
論
」

で
は
柴

の
保
護
貿
易
論
が
展
開
さ
れ
る
。
こ
こ
で
特
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
取
り
上

げ
そ
の
衰
頽
ぶ
り
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
論
説
を
み
れ
ぽ
、
柴
が
か
な
り
の
共

感
を
も

っ
て
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
を
見
て
い
る
こ
ど
が
わ
か
る
。　
『
佳
人
之
奇
遇
』
初

編

(
巻

一
)

に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
に
対
す
る
過
酷
な
政
治

と
そ
の
経
済
政
策
を
説
き
、
強
制
さ
れ
た
自
由
貿
易
が
後
進
国
の
経
済
的
破
綻
を

も
た
ら
す
こ
と
を
述
べ
、
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
貿
易
を
批
判
、
日
本
の
貿
易
政
策
に

つ
い
て
保
護
貿
易
を
と
る
べ
き

で
あ
る
と
の
主
張
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
同
年
十
月
の
同
じ
く

『東
海
経
済
新
報
』
に
寄
稿
し
た

「
英
国
モ
亦
タ

自
由
貿
易
主
義
ヲ
廃

セ
ン
ト
ス
」
に
お
い
て
も
ア
イ

ル
ラ
ソ
ド
を
取
り
上
げ
、
イ

ギ
リ
ス
国
内

の
新
聞
各
紙
が
続
々
自
由
貿
易
の
弊
害
を
論
じ
、
自
由
貿
易
廃
止
論

を
主
張
し
始
め
た
こ
と
を
述
ぺ
、
そ
こ
で
「彼
有
名

ナ
ル
愛
蘭
議
院

ハ
ー
ネ

ル
氏
」

(O
】Ppこ
円一①ω　
Qり
叶Φ芝
9同叶　
H)麟
吋b[O一一　
HC◎①心
～
HO◎リ
ド
)
の

一
投
書
を
紹
介
し
て
い
る
。

柴
自
身
に
、
パ
ー
ネ
ル
が
草
し
た
と
い
う

「激
烈
慷
慨
ノ
保
護
税
論
」
に
共
鳴
す

る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
、　
『佳
人
之
奇
遇
』
二
編

(
巻
三
)
に
は
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
コ
ネ
ル

イ
ル
ラ
ソ
ド
の
烈
女

「波
寧
流
女
史
」
　
(
パ
ー
ネ
ル
妹
)
な
る
人
物
が
登
場
し
、

彼
女
も
ま
た
憂
国
の

一
佳
人
で
あ
り
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
問
題
を
語
る
人
物
と
し
て

小
説
中
に
配
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
日
本
の
危
機
に
つ
い
て
、
柴

は
次

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
初
編
で
散
士
　

獅



窓史

が
語
る
日
本
は
、

「
今
ヤ
外
人
禍
心
ヲ
包
蔵

シ
神
州

ヲ
蔑
視
シ
、
清

ハ
狼

二
自
ラ

尊
大
、
我
ヲ
軽
シ
テ
隣
交

二
信
ナ
ク
、
俄
独

ハ
勢
威

ヲ
頼
テ
驕
傲
シ
、
英
仏

ハ
狡

智

二
老
ケ
テ
蕩
逸
シ
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
の
に
、
日
本
国
内
で
は

「我
人
民
開

明
ノ
域

ヲ
愛

シ
自
由
ノ
里
ヲ
慕

ヘ
ト
モ
之

二
達
ス
ル
ノ
道

二
迷

ヒ
」
、
「米
ヲ
模
シ

欧

ヲ
擬

シ
徒

二
理
論

二
奔
テ
実
業
ヲ
勉

メ
ス
、
政
令

二
抗

シ
テ
自
由

ノ
伸
暢
ト
誤

リ
横
議
罵
署

シ
テ
民
権
ノ
朋
党
ト
誇
リ
、
以
テ
世
俗
ノ
好

二
投
シ
誉

ヲ
当
世

二
求

メ
ソ
コ
ト
ヲ
務

メ
、
後
世
識
者
ノ
護
ヲ
顧
ミ
ス
虚

二
吠

へ
臭

ヲ
逐
フ
ノ
徒
靡
然
饗

応

シ
、
士
風
壊
頽
徳
義
地

ヲ
払

ヒ
、
朝

二
民
権
ヲ
主
唱
セ
シ
者
タ

ニ
官
権

ヲ
呼
号

シ
甘
シ
テ
韓
下

ノ
駒
ト
ナ
リ
、
士

二
常
操
ナ
ク
議

二
確
論
ナ
シ
」
と
い
う
様
で
あ

る
。
そ
の
た
め

「
日
本
固
有
ノ
国
権

ハ
欧
人
ノ
為
メ
ニ
奪

ハ
レ
、
吾
人
幸
福
ノ
利

ハ
外
商

ノ
為

メ
ニ
殺
カ
ル
・
」
状
態
で
あ
り
、　
「
方
今
焦
眉
ノ
急
務

ハ
十
尺
ノ
自

由

ヲ
内

二
伸

ハ
サ
ン
ヨ
リ
寧

ロ
一
尺
ノ
国
権
ヲ
外

二
暢

フ
ル
ニ
在
リ
」
と

『
佳
人

之
奇
遇
』

の
性
格
を
決
定
付
け
る
国
権
伸
張
の
主
張
が
打
ち
出
さ
れ
る
。
で
は
、

柴
は
ど
う
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
か
。　
「
上
下
小
怨
ヲ
棄
テ
旧
悪

ヲ
捨
テ
私
心

ヲ
去
テ
公
議

二
従

ヒ
游
員
ヲ
去
リ
冗
費

ヲ
減
シ
、
内
結
外
競

ノ
志
操

ヲ
励

マ
シ
国

権
恢
復

ヲ
以
テ
各
自
任
シ
、
国
家
ノ
盛
運
ヲ
以
テ
自
期

シ
、
外
人
ノ
移
住
ヲ
奨
励

シ
外
国
ノ
資
本
ヲ
利
用
シ
、
古
来
国
人
力
漫

二
官
爵

ヲ
重

シ
テ
天
爵

ヲ
軽
シ
清
貧

二
傲
テ
商
利
ヲ
賎
ム
ノ
隔
習
ヲ
破
リ
、
農
桑
ヲ
課
シ
工
商

ヲ
進

メ
海
運
ヲ
隆
盛

ニ

シ
以
テ
沿
海
ノ
航
権
ヲ
保
護
シ
鉄
路
ヲ
縦
横

ニ
シ
以
テ
内
地
ノ
交
通
ヲ
便

ニ
シ
、

四
民
心
ヲ

一
ニ
シ
耐
久
努
力
セ
ハ
厄
運
漸
ク
去
り
、
自
由
始

メ
テ
伸

ヒ
国
家
ノ
富

強
文
明

ハ
期
シ
テ
待
ツ
ヘ
キ
ナ
リ
」
、

つ
ま
り
ま
ず
外
に
対
し
て
国
権
恢
復

を
主

張
す
る
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
自
由
が
伸
び
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
自
由
民
権

の
理
想
を
小
説
の
形
で
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
政
党
色
が
強
い
同
時
代
の

他
の
政
治
小
説
と
は
異
な
り
、　
『佳
人
之
奇
遇
』

の
独
自
性
が
際
立
つ
部
分
で
あ

る
。

　

二
編

(巻
三

・
巻
四
)
で
は
、
幽
蘭

の
父

(
幽
将
軍
)
捕
縛

の
報
が
入
り
、
幽

蘭
、
紅
蓮
、
萢
卿
の
三
人
は
、
幽
将
軍
救
出
の
た
め
ス
ペ
イ
ソ
へ
向
か
う
。

一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

パ
　
ネ
ル

残

っ
た
散
士
は
、
紅
蓮
の
紹
介
で

「波
寧
流
女
史
」　
(前
述
)
を
訪
ね
、
ア
イ
ル

ラ
ソ
ド
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
虐
政
の
実
状
を
語
り
合
う
。
し
か
し
、
そ

の
後
パ

ー
ネ
ル
女
史

の
計
報
が
届
く
。
追
弔
に
訪
れ
た
散
士
は
女
史
の
墓
前
で
紅
蓮
と
再

会
し
、
紅
…蓮
は
ス
ペ
イ
ン
の
幽
将
軍
救
出
劇
の
顛
末
を
語
り
始
め
る
。

　
初
編
に
続
い
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
が
こ
の
編

で
も
中
核
を
占
め
る
。
柴
四
朗

が
こ
こ
ま
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
こ
だ
わ

っ
た
の
に
は
、
や
は
り
米
国
留
学

の
影
響

が
あ

っ
た
。
柴
四
朗
は
、
団
魯
越

O
・
○
母
Φ団
著

・
犬
養
毅
訳

の

『訂
正
圭
氏
経

済
学
』

の
第
四
版

(博
文
堂
、
明
治
二
十
四
年
刊
)
に
蹟
文
を
寄
せ
、
次

の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
「
蓋
其
祖
述

ス
ル
所
、
多
ク
圭
先
生

(
鍍
g
蔓

ρ

O
¢。N亀
)
ノ

論
旨

ヲ
奉
シ
、
経
済
ノ
要

ハ
国
家
ノ
形
勢
如
何

二
依
リ
テ
斜
酌
応
用

ス
ベ
キ
モ
ノ

ニ
シ
テ
、
英
国
学
派
ノ
唱
導
ス
ル
如
ク
宇
宙
万
国
同

一
ノ
経
済
法

ヲ
施
行

ス
ヘ
カ

ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
反
覆
詳
論
シ
タ
リ
キ
、
余
力
経
済
学

二
志

シ
笈

ヲ
負

フ
テ
米
国

二

遊
学

ス
ル
ヤ
、
先
生
没
後
数
年
、
親

シ
ク
其
教
諭

ヲ
受
ク
ル
能

バ
サ
リ
シ
モ
、
先

　
　
　
　
ト
ム　ソ
ソ

生

ノ
高
弟
土
無
孫
師

(幻
筈
①
旨

国
剛謡
ω
↓
げ
0
8
恒ωo
づ
)
経
済
学
ノ
教
頭
タ
リ
シ
ヲ

以
テ
従

フ
テ
学
フ
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
、
其
他
先
生
ノ
高
弟
タ
リ
シ
故

ス
ミ
ス
エ
ル
ド

ル
博
士
等
ト
交
接
ノ
栄
ヲ
辱
フ
シ
、

且
常

二
圭
先
生
ノ
家

二
到
リ
、

其
書
籍
室

二
坐

シ
、
其
遺
書
ヲ
繕
キ
、
其
家
塾
ノ
薫
陶
ヲ
受

ク
ル
数
年
」

で
あ

っ
た
と
述
べ

る
。
O
霧
①団
も

↓
び
o
ヨ
℃。。o昌
も
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
出
身
で
、
柴
四
朗

は
在
米
中

に

徹
底
し
た
保
護
主
義
者
の
影
響
と
教
育
を
受
け
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
彼
が
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
問
題
に
関
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
共
感
を
以
て
描
い
て
い
る
背
景

に
は
、
こ

の
師
の
教
え
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
大
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

296



r佳人之奇遇』を読む

　
ま
た
二
編

(
巻
三
)
に
は
一
挿
話
と
し
て
、
散
士
が
フ
ラ
ン
ク
リ
ソ
墓
畔
で

一

士
人
と
遙
遁
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
滅
亡
の
所
以
と
英
雄

コ
シ

ュ
ー
シ
コ

(↓
巴
。¢
ωN

囚
。
ω。貯
。。艮
o

嵩
合
～
ド。。
嵩
)

の
活
躍

を
語
る
場
面
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ー

ラ
ソ
ド
が
滅
亡
し
た
の
は
、　
「
抑
彼
民

ヤ
自
由
ノ
理
ヲ
誤
リ
、

一
身
ノ
自
由
ヲ
以

テ
無
上
ノ
自
由
ト
為
シ
、
国
家
独
立
ノ
自
由
更

二
貴
キ
ヲ
悟
ラ
ス
」
、

そ
の
た
め

「外
患
ア
ル
ノ
日

二
当
テ
、
人
人
独
立

ノ
志

ヲ
忘

レ
徒

二
一
身
ノ
自
由
ヲ
傲
傲

シ

国

二
死

ス
ル
ノ
義
ヲ
以
テ

一
身
ノ
自
由

ヲ
傷
ク
ト
為

シ
、
其
極
ヤ
貴
族

ハ
下
民
ヲ

凌
キ
下
民

ハ
貴
族
ヲ
怨
ミ
、
政
権
下

二
達

セ
ス
民
情
上

二
通

セ
ス
尾
大
悼

ハ
ス
」

と
い
う
状
態
と
な

っ
て
し
ま

っ
た
た
め
、　
「
遂

二
魯
普
漢
三
国
ノ
為

メ
ニ
分
轄
」

さ
れ
る
に
至

っ
た
と
説
く
。
内
争
の
結
果
、
強
国
の
乗
じ
る
隙
が
生
ま
れ
、
ま
た

自
由

の
誤
解
が
国
を
滅
亡
に
追
い
込
ん
だ
の
で
あ
り
、　
「自
由
ノ
誤
解
豊
深
ク
鑑

ミ
サ
ル
可
ケ
ソ
ヤ
」
と
述
べ
る
の
で
あ

る
。
こ
こ
で
柴
は
、

一
身
の
自
由
よ
り
国

家
独
立
の
自
由
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、
自
由
の
誤
解
を
す
る
者

(
つ
ま
り
日
本
に
お
け
る
自
由
民
権
論
者
)

に
対
し
て
警
戒

の
念
を
い
だ
い
て
い

　
　
　
　
　
　

　

る
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
よ
う
な
小
国
滅
亡
論
は
こ
れ
以
後
も
国
を
か
え
て
繰
り

返
し
論
じ
ら
れ
る
。
柴
が

『
佳
人
之
奇
遇
』
で
再
三
試
み
て
い
る
の
は
、
弱
小
国

の
惨
状
お
よ
び
そ

の
亡
国
の
所
以
を
明
ら
か
に
し
、
読
者
に
そ
の
問
題
を
日
本
の

現
状

に
引
き
寄
せ
て
読
ま
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
に
も
迫
り
つ
つ
あ
る
危
機

を
警
告
し
て
い
く
と
い
う
手
法
な
の
で
あ
る
。

　
初
編

(巻

一
・
巻
二
)
お
よ
び
二
編

(
巻
三

・
巻
四
)
は
、
柴
四
朗
が
米
国
留

学
中

に
日
本

の
外
か
ら
世
界
情
勢
を
分
析
、
強
国
に
虐
げ
ら
れ
る
弱
国

の
末
路
、

日
本
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
見
据
え
、
日
本
も
こ
れ
ら
の
国
と
同
じ
過
ち
を
犯

し
て
滅
亡
に
至
る
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
日
本
人
に
向

っ
て
危
機

意
識
を
啓
発
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
主
張
さ
れ
る
論
は
、
柴
四
朗

の
米
国
留
学
の
成
果
が
凝
縮

さ
れ
発
露
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　

暫

　
2
、
三
編

(巻
五

・
巻
六
)
か
ら
四
編

(巻
七

・
巻
八
)
ま
で

　
三
編
刊
行

(巻
五

・
明
治
十
九
年
八
月
、
巻
六

・
同
二
十
年
二
月
刊
)
前
に
柴

四
朗
に
大
き
な
身
辺
の
変
化
が
起
こ
る
。
明
治
十
八
年

一
月
に
柴
が
米
国
留
学
を

終
え
て
帰
国
し
て
か
ら
の
事
歴
は
、　
『佳
人
之
奇
遇
』
五
編

(巻
十
)
で
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
い
ま
巻
十
で
こ
の
時
期
を
追

っ
て
お
く
と
、
朝
鮮
国

の
京
城
で
甲

申
事
変
が
起
こ
り

(明
治
十
七
年
十
二
月
)
、

日
本
と
清
国
の
両
国
間
は
緊
張
状

態
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
帰
国
し
た
散
士

(柴
四
朗
)
が
目
に
し
た
の
は
、

日
本
国
内
の

「上
流
者
歌
舞
遊
楽
之
レ
耽
り
惜

ト
シ
テ
知

ラ
ザ
ル
ガ
如

シ
」
と
い

う
状
態
で
あ

っ
た
。

散
士
は
、

あ
る
時
は

「締
紳
」

を
訪
ね
、

あ
る
時
は

「畏

友
」
と
、

あ
る
時
は
亡
命
し
て
き
た
金
玉
均

(
一
八
五

一
～

一
八
九

四
)
と
、

盛
ん
に
朝
鮮
問
題
、

東
洋
の
時
事
を
議
論
す
る
機
会

を
も

っ
た
。

清
国
が

「欧

ノ
雄
邦
仏
国
ヲ
敗
リ
東
洋
ノ
強
邦
日
本

二
勝
チ
朝
鮮

二
於
ケ
ル
旧
権

ヲ
恢
復

セ

リ
、
宇
内
又
恐
ル
・
二
足

ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
勇
気
百
倍
病
獅
再
ヒ
風

二
囎

ク
態

ア

リ
」
と
い
う

の
に
対
し
て
、
日
本
は

「
通
貨
縮
萱
人
民
窮
厄

ノ
歎

ヲ
聞
ク
ノ
、ミ
、

能
ク
外
事
ヲ
説
キ
国
威
ノ
伸
縮
ヲ
以
テ
念
頭

二
措
ク
モ
ノ
ニ
至
リ
テ

ハ
蓼
蓼
農
星

ノ
如

シ
」
と
い
う
様
で
あ

っ
た
。
翌
年
十
二
月
に
は
政
府
に
大
改
革
が
行
わ
れ
、

柴
四
朗
と
は
数
年
来
の
知
己
で
あ
る
谷
干
城
が
入
閣
し
農
商
務
大
臣
と
な

っ
た
。

谷
は
、
す
で
に
早
く
、　
『
佳
人
之
奇
遇
』
初
編

(巻

一
)
「引
」
に
、
「嵯
乎
使
此

有
用
之
才
不
能
施
之
事
業
、
綾
借
筆
墨
以
洩
其
志
者
抑
誰
之
替
也
」
と
の
言
を
寄

せ
て
お
り
、
柴
四
朗
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
谷
が
軍
事

視
察
を
名
目
と
し
た
欧
州
視
察
旅
行
に
随
行
す
る
こ
と
を
柴
に
要
請
し
た
の
で
、

297



窓史

同
十
九
年
二
月
に
柴
四
朗
は
農
商
務
大
臣
秘
書
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
官
命
を
受
け
て

欧
州
に
赴
く
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
視
察
旅
行
に
は
、
明
治
十
九
年
三
月
か
ら
翌

二
十
年
六
月
ま
で
の

一
年
余
を
費
や
し
た
。
柴
は
洋
行
先

で
も

『佳
人
之
奇
遇
』

執
筆
を
続
け
た
の
で
あ
り
、
三
編

(
巻

五

・
巻
六
)

は
こ
の
洋
行
中
に
成

っ
た
も

の
で
あ
る
点

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
三
編

(巻
五

・
巻
六
)
は
紅
蓮
の
語
り
の
続
き
か
ら
始
ま
る
。
幽
将
軍
奪
還
に

成
功
し
た
幽
蘭
、
紅
蓮
、
萢
卿
、
そ
し
て
幽
将
軍

一
行
四
人
は
、
追

っ
手
を
逃
れ

イ
タ
リ
ァ
へ
入
り
、

カ
プ

レ
ラ
島

に
ガ
リ
バ

ル
デ

ィ

(O
貯
ωo℃
℃o
O
鋤は
び
巴
亀

ド
○。O
刈
～
Hc。c。N)
を
頼
ろ
う
と
し
た
が
、
既
に
ガ
リ
バ

ル
デ

ィ
は
死
亡
し
て
お
り
、

一
行
は
船
上
か
ら
そ

の
死
を
悼
む
半
旗
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
フ
ラ
ン
ス

に
赴
き
、
ガ
ム
ベ
ッ
タ

(]じΦ
o口
(}効b
pぴ
o
け酔鋤
HOoω○◎
～
HOooo卜Q)
を
頼
ろ
う
と
す
る
が
、

そ
の
途
中

で
嵐

に
逢

い
難
船
、
紅
蓮
は
救
出
さ
れ
る
が
他
の
三
人
は
消
息
不
明
と

な

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
紅
蓮
は
単
身
フ
ラ
ン
ス
に
ガ
ム
ベ

ッ
タ
を
訪
ね
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
、
日
本

の
事
な
ど
を
語
り
合

っ
た
後
、
執
拗

に
迫
る
ス
ペ
イ
ン
の
追

っ
手
を
逃
れ
、

ア
メ
リ
カ
に
渡

っ
て
き

た
経
緯
を
語

る
。　
一
日
、

散
士
と
紅
蓮

は
、
新
聞

で
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ラ
ビ
ー

・
パ
シ
ャ

(諺
罵⇔
ぴ
一　
】℃
鋤◎oゲ
鋤
　
H◎◎
ωΦ
～
H⑩
Hド)

の
挙
兵
を
知
る
。
さ
ら
に
記
事
に
よ
れ
ば
、
ア
ラ
ビ
ー

・
パ
シ
ャ
の
幕
賓
に
幽
将

軍
父
子
ら
し
き
人
物

の
あ
る
こ
と
を
知

り
驚
愕
す
る
、
と
い
う
展
開
で
あ
る
。

　

こ
の
三
編

で
も
主
人
公
東
海
散
士
は
米
国
留
学
中
と
い
う
設
定
で
あ
る
が
、
さ

き
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
編
が
書
か
れ

た
の
は
、
柴
が
農
商
務
大
臣
秘
書
官
と
し

て
官
命
を
受
け
て
の
洋
行
中

の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
こ
で
小
説
上
と
現
実
と
の
間

に
四
、
五
年

の
時
差
が
生
じ
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
前
編

に
ひ
き
続
き
、
自
ら

の
米
国
留
学
時
代
を
舞
台
と
し
な
が
ら
、
三
編
以
降
で
は
こ
の
洋
行
体
験
で
得
た

知
見
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
つ
つ
、
小
説
が
構
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
注
意
を

要
す
る
。　
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こ
の
編
で
は
柴
の
日
本
人
批
判
が
展
開
さ
れ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
政
治
家
ガ
ム
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦

ッ
タ
に
日
本
の
現
状
に
対
す
る
不
満
を
語
ら
せ
る
箇
所
が
そ
れ
で
あ
る
。
ガ
ム
ベ

ッ
タ
に

.「
日
本
人
民

ニ
シ
テ
上
下
心
ヲ
一
ニ
シ
真

二
国
権
ソ
振

ハ
サ
ル
ヲ
概
シ
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ソ
ト
ド
ミ
ソ
ゴユ

ニ
外
人
ノ
専
横

ヲ
憤
リ
、
昔
時
米
国
ノ
義
挙

ノ
如
ク
聖
士
奴
民
傲

ノ
独
立
ノ
如
ク

愛
人
力
英
政

二
敵
ス
ル
如

ク
、
百
折
擁

マ
ス
千
挫
屈

セ
ス
志
気
愈
振
ヒ
民
心
益
固

ク
ン
ハ
、
余
亦
其
孤
忠

二
感

シ

一
腎

ノ
労

ヲ
尽

ス
可
シ
」
と
言
わ
し
め
る
。
さ
ら

に
日
本
に
は

「条
約
改
正
ノ
成
ラ
サ
ル
ヲ
憤
リ
慷
慨
激
易
自
ラ
政
府

二
迫
リ
之
ヲ

論

ス
ル
者
」
、
軍
備
を
装
う
も
内
乱
を
鎮
圧
す
る
こ
と
に
の
み
汲
々
と
し
て

「海

岸

二
砲
塁
ヲ
増
シ
外
憲

ヲ
防
禦

セ
ソ
ト
欲

ス
ル
」
者
、　
「上
下

一
致
全
力
ヲ
国
権

恢
復

二
尽
シ
、
若

シ
欧
人

ニ
シ
テ
日
本
ノ
正
理
ヲ
承
諾
セ
ス
ソ
バ
、
断
然
独
立
国

ノ
体
面
ヲ
保
持
セ
ン
ト
欲

ス
ル
ノ
決
意
ア
ル
」
者
、
在
野
の
名
士
で

「奮
然
醤

ヲ

揮
テ
欧
米

二
航
シ
、
条
約

ノ
偏
重
ヲ
各
国

ノ
君
相

二
訴

フ

ル
者
」
、
志
士
論
客

で

「此
土

二
来
リ
筆

ヲ
搦
リ
テ
書

ヲ
新
聞

二
投
ジ
舌
ヲ
樟
フ
テ
公
衆

二
演
説

シ
以
テ

輿
論
ヲ
傾
動
ス
ル
モ
ノ
」
、
「全
国
ノ
民
才
ヲ
択

ヒ
能
ヲ
選
、・・使

ヲ
遣
シ
テ
書

ヲ
各

国
ノ
議
院

二
奉
ケ
以
テ
条
約

ノ
改
正
ヲ
請
求

ス
ル
者
」
が
あ
る
の
を
未
だ
聞
か
な

い
、
日
本
人
は

「
国
家
独
立
ノ
実
力
ヲ
傷
ケ
自
治
ノ
大
権
ヲ
失
ヒ
外
人

ノ
鼻
息
ヲ

窺

ヒ
他
邦
ノ
虚
喝
ヲ
恐
レ
、
三
千
余
万

ノ
衆
上
下
括
然
ト
シ
テ
擁
ツ
ル
所
ヲ
知

ラ

ス
、

内
結
外
競
ノ
大
計
ヲ
遺
シ
互

二
相
語
テ
日
ク
、

自
由

ノ
為

メ
ニ
艶

レ
ン
ノ

ミ
、
国
権
ヲ
拡
張
セ
サ
レ
ハ
死

モ
且
ツ
已

マ
ス
ト
、
之
ヲ
小
蛙
ノ
井
底

二
躍

ル
ニ

讐
フ
」
と
痛
烈
な
批
判
を
さ
せ
る
の
で
あ
る
。　
『
佳
人
之
奇
遇
』
全
編
を
通
じ
て

繰
り
返
さ
れ
る
柴

の
立
論

の
一
つ
に
日
本
に
は

「
人
物
」
が
い
な
い
と
す
る
も
の

が
あ
る
。
現
実
の
日
本
政
府

に
近
付
い
た
こ
と
で
改
め
て
得
た
実
感

で
あ

っ
た
も

の
か
、
そ
の
た
め
柴

は
殊
更
に
各
国

の
英
雄
を
取
り
上
げ
本
編

の
随

所

に
配
す



"f佳人之奇遇』を読む

る
ゆ

そ

し

て

そ

れ

は
単

な

る
英

雄

諦

の
紹

介

に
留

ま

る

の

で
は

な
く

、

そ

こ

に

は

民
族

・
国

家

の

「
独

立

」

の
た

め

に
闘

っ
た
英

雄

の
功

績

を
語

る

こ

と

に

よ

つ

て

(

日
本

人

の
奮

起

を
促

そ

う

と

す

る
意

図

が

あ

る
。

　

こ

の
編

で

は
イ

タ

リ

ア

の
民

族
統

一
を
行

っ
た

ガ

リ
バ

ル
デ

ィ
、

黒

人

初

の
共

和

国

サ

ソ

ト

・
ド

ミ

ソ
ゴ

の
指

導

者

ト

ゥ
サ

ソ

・
ル
ー
ヴ

ェ
ル

チ

ュ
ー

ル

(
日
o
午

霧
鉱
簿

U
。
償
く
興
君
お

戸
鳶

ω
～

H
O。
O
。。
)
、

そ

し

て

「
エ
ジ

プ

ト
人

の

エ
ジ

プ

ト
」

を
恢

復

す

る
た

め

イ

ギ

リ

ス
軍

と
闘

っ
た

エ
ジ
プ

ト

の
将

軍

ア

ラ
ビ

ー

・
パ

シ

ャ

を

取

り

上
げ

て

い
る
。

と
く

に
ト

ゥ
サ

ン

・
ル
ー
ヴ

ェ

ル
チ

ュ
ー

ル
お

よ

び

サ

ソ

ト

・
ド

ミ

ソ
ゴ

の
問

題

に

つ
い

て
取

り

上

げ

た
も

の

は
、

当

時

で
ぽ

『
佳

人

之

奇

遇

』

を
唯

一
の
文
献

と

し

て
他

に
例

を

み
な

い

の

で

は
な

い
だ

ろ

う

か
。

柴

の
視

野

の
広

さ

が
伺

わ

れ
高

く

評

価

さ

れ

る
べ

き

点

で
あ

る

。

、
続

く

四
編

執

筆

の
背

景

に
も

注

意

が

必

要

で
あ

る
。

洋

行

後

、
谷

干
城

は
従

来

よ

り

一
層

政

府

批

判

を
強

め

て
帰

国

、

内

閣

に
政

治
外

交

政
策

刷

新

の
意

見

書

を

提

出

し
農

商

務

大

臣

を
辞

職

し
た

。

秘

書

官

で

あ

っ
た
柴

四
朗

も

同

じ
く

辞

職

、

そ

の
後

は
駿

河

興

津

の
清

見

寺

に
住

居

し

、　

『
佳

人

之

奇

遇

』

四
編

は

こ

こ

で
執

筆

さ

れ

た

の
で
あ

る
。

　

四
編

(
巻

七

・
巻

八
)

で

は
、

散

士

と
紅

蓮

の
も

と

に
女

の
客

が

来

訪

す

る
。

客

は

エ
ジ
プ

ト

に
あ

る
幽

将

軍

父

子

の
無

事

を
告

げ

、

ア

ラ

ビ

i

・
パ

シ

ャ
軍

の

戦

況

を
語

る
。

ま

た
客

は
、

以

前

(
巻

三
)

散

士

が

フ
ラ

ン
ク

リ

ン
…墓
畔

で
蓬

遁

し

た

一
士

人

コ
シ

ュ
ー

ト

(
囚
○
ω
。。
¢
汗

ぴ
a
O
ω
H
O。
○
昏。
～

ド
c。
⑩
心
)

の
娘

で
あ

る

こ
と

を

明

か

し
、

紅

蓮

に
請

わ

れ

る
ま

ま

ハ
ン
ガ

リ

ー
独

立
戦

争

の
闘

争

史

を
語

り

始

あ

る
。

　

こ

の
編

の
大

半

を

占

め

る

エ
ジ

プ

ト

人

ア
ラ

ビ

i

・
パ

シ

ャ
と

ハ
ン

ガ

リ

i
人

コ
シ

ュ
ー

ト

.
ラ

ヨ
シ

ュ
と

小

う

二
人

の
入

物

に

は
、

柴

自

身

が

欧

州

視

察

旅

行

中
に
面
会
を
求
め
実
際
に
話
を
聞
い
て
い
る
。

　

ア
ラ
ビ
ー

・
パ
シ
ャ
と
は
、
柴

は
谷
等
と
共
に
セ
イ

ロ
ン
島
で
面
会

し

て
い

る
。
谷
に
は
こ
の
洋
行
を
記
録
し
た

『
洋
行
日
記
』
が
残

っ
て
い
る
が
、
同
日
記

の
明
治
十
九
年
四
月
三
日
条
に
は
、　
「
エ
ジ
プ
ト
の
敗
将

ア
ラ
ビ
ー
パ
シ
ヤ
を
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

ふ
、
種
々
慷
慨
談
あ
り
」
と
あ
る
。

こ
の
ア
ラ
ビ
i

・
パ
シ
ャ
と
の
会
談
場
面
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑨

六
編

(
巻
十
二
)
で
描
か
れ
る

(後
述
)
。

　

コ
シ

ュ
ー
ト

・
ラ
ヨ
シ
ュ
に
は
、
明
治
二
十
年
三
月
三
十
日
、
柴
四
朗
が
単
独

で
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
で
面
会
し
て

い
る
。

や
は
り
谷
の

『洋
行
日
記
』

に
、

「
柴
氏
は
何
牙
利
人

コ
ウ
シ
と
云
ふ
人
に
面
会
の
為
め
山
に
は
行
か
す
、
此
人
四

十
年
旬
牙
利
の
独
立
を
計
り
兵

を
挙

け
た

る
時
の
巨
魁
に
し
て
有
名
な
る
人
な

り
、
今
年
八
十
四
猶
壮
健
な
り
と
云
ふ
、
著
述
も
あ
り
、
子
息

二
人
皆
以
、
国

に

仕
ふ
と
云
ふ
」
と
あ
り
こ
の
日
付
が
明
ら
か
と
な
る
。
恐
ら
く
柴
は
、

コ
シ

ュ
ー

ト
と
面
談
し
た
唯

一
の
日
本
人
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
、
実
際

に
二
人
が
何
を
話
し
合

っ
た
か
は
未
だ
明
ら
か
に
し
得
て
い
な
い
が
、

コ
シ

ュ
ー

ト
と
柴

の
会
談
場
面
は
七
編

(
巻
十
四
)

に
描
か
れ
る

(後
述
)
。

　
柴
四
朗
は
自
身
の
興
昧
、
関
心
の
も
と
に
積
極
的

に
こ
の
洋
行
を
利
用
し
、
そ

こ
で
得
た
知
見
を
自
著

『
佳
人
之
奇
遇
』
の
素
材
と
し
て
巧
み

に
配

し

て
い

っ

た
。
実
際
に
逢

っ
た
人
物
を
描
く
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
は
現
実
感
を
持
ち
、
読
者

に
よ
り
強
い
印
象
、
説
得
力
を
も

っ
て
読
ま
せ
る
効
果
を
も

っ
た
。
ア
ラ
ビ
ー

・

パ
シ
ャ
も

コ
シ

ュ
ー
ト
も
当
時
の
日
本
人
が
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
新
聞
、
雑
誌
に
そ
の
名
前
が
度
々
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
物
を
小
説
上

に
登
場
さ
せ
語
ら
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
身

の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
よ
り
明
確
に
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
い
く
柴
四

朗

の
手
腕
は
評
価
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
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ま
た
こ
の
編

の
う
ち
巻
八
に
は
柴
自
身
が
重
要
な
意
昧
を
持
た
せ
て
い
る
。
巻

八
で
コ
シ
ュ
ー
ト
の
娘
に
よ

っ
て

ハ
ン
ガ
リ
ー
闘
争
史
が
語
ら
れ
る
場
面
で
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府

の
政
策
を
攻
撃
す

る
こ
と
に
仮
り
て
、
或

い
は
宰
相

メ
ッ
テ

ル
ニ
ヒ
の
反
動
政
治
を
非
難
す
る
こ
と

に
事
寄
せ
て
、
実
は
日
本
政
府

の
政
情
、

当
路
者
を
描
写
し
攻
撃
す
る
こ
と
に
す
り
か
え
て
い
る
。

こ
の
部
分
で
は
、　
『
佳

人
之
奇
遇
』
驚
頭

の
評
者

の
言
に
も

「
余
読
至
此
。
不
覚
大
呼
日
。
似
哉
似
哉
、

何
其
相
似
之
甚
也
。」

と
あ
り
、

こ
れ

に
よ

っ
て
読
者
も
ま
た
現
日
本
政
府
お
よ

び
当
路
者

(
こ
こ
で
は
伊
藤
博
文
)
を
想
起
し
な
が
ら
読
む
こ
と
に
な
る
よ
う
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

明
治
二
十

五
年
二
月
、

柴
は
第

二
回
総
選
挙
に
当

選
し
福
島
県
第
四
区
代
議
士
と
な
る
が
、
選
挙

に
出
る
際
に
こ
の
巻
八
を
自
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑪

「政
治
上
の
意
見
」
で
あ
る
と
述
ぺ
出
馬
し
て
い
る
。
柴
に
は
最
早
、
小
説
上
の

展
開
よ
り
も
自
身
の
政
治
論
説

の
表
明
が
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
り
、
自
ら
の

「
政
治
上
の
意
見
」
を
論
じ
る
場
と
し
て

『
佳
人
之
奇
遇
』

を
徹
底
し
て
利
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
五
編

(
巻
九

・
巻
十
)

刊
行
は
明
治

二
十
四
年
十

二
月
で
、

前
編
刊
行

(巻

七

・
明
治

二
十
年
十
月
、
巻
八

・
同
二
十

一
年
三
月
)
か
ら
や
や
時
が
経
過
し
て

い
る
。

こ
の
事
情

に
つ
い
て
は
五
編
で
柴
自
ら
序
文
を
つ
け
て
お
り
、
そ
れ
に
詳

し
い
。

そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

二
十
二
年

の
冬

に
原
稿

は
完
成
し
て
い
た

の
だ

が
、
友
人
の
不
注
意
か
ら
こ
の
原
稿
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
再
び
執
筆

し
刊
行
し

よ
う
と
し
た
時
に
は
大
津
事
件
が
起
こ
り

(
明
治

二
十
四
年
五
月
十

一
日
)
、
出

版

の
自
由
を
失
い
、
そ
の
日
に
及
ん
だ
と
あ
る
。
や
は
り
こ
こ
に
生
じ
る
こ
と
に

な

っ
た
時
差
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
時
期

の
柴
四
朗

の
動
向
を
み
て
み
る
と
、
明
治
二
十

一
年
十
月
、　
『
大
阪

日
報
』
を

『
大
阪
毎
日
新
聞
』
と
改
題

し
て
発
行
、
柴
は
そ
の
主
筆

に
就
任
し
て

い
る
。
さ
ら
に
同
年
十
二
月
に
は
、
大
阪
で
政
治
雑
誌

『経
世
評
論
』
を
創
刊
し

⑫た
。
し
か
し
、　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
で
は
主
筆
就
任
当
初
か
ら
株
主
と
の
衝
突
が

あ
り
、
存
分
に
政
治
を
論
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
ら
し
く
、
翌
二
十
二
年
五

月
に
は
柴
は
大
阪
毎
日
新
聞
を
退
社
し
て
い
る
。
雑
誌

『
経
世
評
論
』
も
ま
た
経

営
が
思
わ
し
く
な
か

っ
た
も

の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く

一
年
余
り

で
廃
刊
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
期

の
柴
に
は
、
新
た
に
得
た
言
論
活
動

の
場
で
は
満
足
の
い
く
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
背
景
が
あ

っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
五
編

の
意
味
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

五
編

(巻
九

・
巻
十
)
で
は
、
幽
蘭
が

エ
ジ
プ
ト
に
あ
る
と
聞
い
た
紅
蓮
が

エ

ジ
プ
ト
へ
赴
く
こ
と
を
決
心
し
、
父

コ
シ
ュ
ー
ト
の
も
と

へ
帰
る
と
い
う
客
と
共

に
散
士
の
も
と
を
去
る
。
散
士
は
数
日
し
て
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ラ
ビ
ー
軍
の
敗
北
を

知
る
。
秋

に
入
り
、
父
死
去

の
報
せ

(柴
四
朗
の
父
佐
多
蔵
は
、
明
治
十
五
年
九

月
六
日
死
去
)
を
受
け
取

っ
た
散
士
は
、
東
洋
列
国
を
遊
説
し
、
興
亜
の
策
を
定

め
ん
と
志
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

一
釈
師
と
出
逢
い
世
界
状
勢
を
論
じ
た
。

一

日
、　
「白
雲
山
下
ノ
客
」
　
(
実
は
萢
卿
で
あ
る
こ
と
が
後

に
判
明
)
と
署
名
の
あ

る
ア
ジ
ア
の
将
来
に
つ
い
て
策
を
授
け
た
書
簡
を
受
け
取
る
。
そ
の
後

メ
キ
シ
コ

に
赴
き
、

メ
キ
シ
コ
が
成
し
遂
げ
た
条
約
改
正
の
成
功
を
新
聞
記
者
散
多
と
語

っ

た
。
そ
し
て
明
治
十
八
年

一
月
帰
国
、
そ
の
後
は
前
述
し
た
通
り
、
谷
干
城
に
随

行
す
る
洋
行
出
発
ま
で
が
描
か
れ
る
。

　
こ
の
編

の
中
核
を
な
す

の
は
、
朝
鮮
問
題
、
ア
ジ
ア
問
題
に
対
す
る
散
士
の
論

策

の
表
明
で
あ
る
。　
「東
洋
列
国
ヲ
連
衡
シ
以
テ
西
洋
諸
邦
ト
頬
頑

セ
ン
ト
欲

セ

バ
、
埃
及
ヲ
以
テ
其
鎖
鎗
ト
ナ
シ
坐
ナ
ガ
ラ
地
峡
ヲ
拒
ガ
シ
メ
、
印
度
ヲ
以
テ
其

藩
屏

ト
シ
進

ン
テ
亜
典
ノ
要
害
ヲ
奪

ハ
シ
メ
、
土
耳
其
ヲ
シ
テ
奮
テ
北
向
黒
海

ヨ

リ
強
露
ノ
横

ヲ
窺

ハ
シ
メ
、
英
露

ヲ
シ
テ
猜
忌
相
争

ヒ
以
テ
欧
人
ヲ
シ
テ
欧
人

ヲ
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攻
メ
シ
メ
、
而
シ
テ
我
国
清
国
ト
相
合

シ
小
邦
ヲ
率
ヰ
テ
其
背

ヲ
措

タ
ザ
ル
可
カ

ラ
ズ
L、　
「東
洋
列
国
ヲ
連
衡

シ
、

印
度
ヲ
助
ケ
テ
独
立
タ
ラ
シ
メ
埃
及
馬
島

ヲ

シ
テ
英
仏
ノ
干
渉

ヲ
絶
タ
シ
メ
朝
鮮
ノ
独
立
ヲ
保
護
シ
清
国
ト
連
合
シ
テ
、
遠
ク

露
人
ヲ
退

ケ
亜
細
亜
洲
中
欧
人
ノ
鼻
息

ヲ
納
ル
ナ
カ
ラ
シ
メ
、
屹
然
宇
内

ヲ
三
分

シ
亜
欧
米
鼎
立
シ
武
ヲ
榎

セ
道

二
佼
リ
人
生
安
楽
四
海
平
和
ノ
大
業

ノ
基

ヲ
建

ツ

ル
」
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
編
に
現
れ
る
論
策
は
、
こ
の
時
期

の
柴

の
ア
ジ

ア
認
識
の
論
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
そ

の
論
の
分
析
は
本
稿

で
は
ひ
と
ま
ず
お
い

て
お
く
が
、
柴
四
朗
が
生
涯
関
わ
る
こ
と
に
な
る
朝
鮮
問
題
、
お
よ
び
柴

の
ア
ジ

ア
観
が
、
こ
の
編
以
降
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ

『佳
人
之
奇
遇
』

の
主
題
と
な

っ
て

い
く
。
清
韓
兵
に
よ
る
襲
撃
に
対
し
て

「方
今

ノ
国
是

ハ
唯
果
断
勇
往

ニ
ア
ル
ノ

ミ
、
此
激
昂

セ
ル
国
民
ヲ
駆
テ
之
ヲ
指
揮
セ
ハ
水
火

モ
踏

マ
シ

ム
ベ
シ
」　
(巻

十
)
と
い
う
よ
う
な
露
骨
な
主
張
が
述
べ
ら
れ
、
こ
こ
に
至

っ
て
柴
は
専
ら
日
本

は
ア
ジ
ア
を
ど
う
導
い
て
い
く
べ
き
か
、
と
い
っ
た
問
題
、
国
策
を
論
じ
て
い
く

場
と
し
て

『
佳
人
之
奇
遇
』
を
扱

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上
こ
こ
ま
で

『
佳
人
之
奇
遇
』
を
み
て
く
る
と
、
そ
こ
で
描
写
さ
れ
る
事
象

は
過
去
の
出
来
事
で
あ

り
な

が

ら
、

柴

の
視
野

に
は
常
に
今
現
在
の
日
本
が
あ

り
、
自
ら
の
政
治
思
想
を
論
じ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
小
説
を
利
用
し
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
視
勢
は
巻
を
追
う
ご
と
に
明
確
と
な

っ
て
い
っ
た
経
緯
が
見
て
取
れ

る
の
で
あ
る
。

二
　
政

治
家
柴

四
朗

　
1
、
六
編

(
巻
十

・
巻
十
二
)
か
ら
七
編

(巻
十
三

・
十
四
)
ま
で

　
五
編
刊
行
後
、
六
年
間
刊
行
が
見
ら
れ
な
か

っ
た

『佳
人
之
奇
遇
』
は
、
明
治

三
十
年
に
な

っ
て
六
編

(
巻
十

一
・
巻
十
二
)
か
ら
八
編

(巻
十
五

・
巻
十
六
)

ま
で
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
刊
行
の
ペ
ー
ス
と
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
異

常
事
態
と
い
え
る
。
六
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て

一
挙
に
三
編
六
巻
の
刊
行
を
見
た

背
景
に
は
何
が
あ

っ
た
の
か
、
以
降

の
編
を
読
み
進
め
る
た
め
に
は
こ
の
背
景
を

踏
ま
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
す
で
に
触
れ
た
通
り
、
明
治
二
十
五
年
二
月
に
柴
四
朗

は
第

二
回
総
選
挙

で
代

議
士
に
当
選
し
た
。
柴

の
代
議
士
生
活
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ
る

こ
と
と
し
た
い
が
、
い
ま
事
実
関
係
の
み
を
追

っ
て
お
く
と
、
同
二
十
七
年
三
月

に
は
第
三
回
総
選
挙
当
選
、
こ
の
頃
か
ら
再
三
朝
鮮
国
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
様
子
は
本
文
中
に

「散
士
、
清
国
麿
懲
、
朝
鮮
扶
植

ヲ

唱
呼

ス
ル
ヤ
年

ア
リ
、
是

二
於
テ
其
風
雲
漸
ク
将

二
急

ナ
ラ
ソ
ト
ス
ル
ヲ
見
テ
、

孤
剣
鶏
林

(朝
鮮
)
　
二
入
ル

(中
略
)
、
散
士
鶏
林

二
入
ル
モ
ノ

一
歳
四
回
、
微

力
ヲ
王
師
ノ
征
清
ト
朝
鮮

ノ
独
立
ト

ニ
致
サ
ン
ト
欲
ス
」
　
(巻
十
六
)
と
説
明
し

て
い
る
。
同
二
十
八
年
九
月
、
井
上
馨
の
あ
と
を
受
け
て
三
浦
梧
楼
が
朝
鮮
国
駐

在
公
使
と
な
る
と
、
柴
は
顧
問
の

一
人
と
し
て
朝
鮮
国
に
入

っ
た
。
そ
し
て
間
も

な
く
十
月
八
日
の
事
変
が
起
こ
り
、
三
浦
以
下
柴
も
含
め
た
四
十
九
名

の
関
係
者

は
閥
妃
殺
害

に
関
与
し
た
と
し
て
、
帰
国
後
、
凶
徒
囎
集
謀
殺
罪

で
広
島

に
投
獄

さ
れ
た
。
翌
二
十
九
年

一
月
二
十
三
目
に
は
三
浦
以
下

一
同
は
証
拠
不
充
分

で
免

訴
と
な

っ
た
。　
『佳
人
之
奇
遇
』
の

一
挙
三
編
刊
行
を
み
た
の
は
こ
の
翌
年

で
あ

る
。

　
六
編
お
よ
び
七
編
で
は
、
明
治
十
九
年
三
月
か
ら

一
年
余
を
費
や
し
た
欧
州
視

察
旅
行
が
小
説
の
舞
台
と
な
る
。
こ
こ
に
至
る
と
小
説
と
現
実
と
の
時
差
は
約
十

年
と
な
る
。
こ
れ
だ
け
の
時
差
を
超
え
て
柴
は
何
を
述
べ
る
の
か
。

こ
こ
で
は
明

治
三
十
年
に
な

っ
て

『佳
人
之
奇
遇
』
三
編
六
巻
が

一
挙
刊
行
さ
れ
た
そ
の
意
味

に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
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六
編

(巻
十

一
・
巻
十
二
)
は
、
香
港
出
港
後
、
散
士
が
船
中
で
萢
卿
と
再
会

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
萢
卿
は
難
船
後
、
フ
ラ
ン
ス
軍
艦
に
救
助
さ
れ
た
こ

と
等
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
明
朝
恢
復

の
志
を
語
る
。
船
が

セ
イ

ロ
ン
島

に
着

く

と
、
谷
、
散
士
は
、

エ
ジ
プ
ト
の
敗
将

ア
ラ
ビ
ー

・
パ
シ
ャ
の
居
を
訪
ね
、

エ
ジ

プ
ト
亡
国
の
原
因
を
尋
ね
日
本

の
将
来

に
備
え
よ
う
と
す
る
。
ま
た

エ
ジ
プ
ト
で

幽
蘭
と
再
会
す
る
も
、
散
士
は
官
命
を
帯
び
た
洋
行
中
の
身
で
あ
り
行
を
共
に
す

る
こ
と
拡
で
き
ず
、
幽
蘭

に
は
早
く
危
険
の
地
を
脱
す
る
よ
う
す
す
め
別
れ
る
場

面
ま
で
が
描
か
れ
る
。

　
こ
の
編

で
も
小
国
滅
亡
の
原
因
が
論

じ
ら
れ
る
。
リ
ベ
リ
ア
共
和
国
と
マ
ダ
ガ

ス
カ
ル
島
を
例
に
と
り
、
「臆
皮
相
ノ
欧
化

ハ
其

レ
国
ヲ
誤

ル
ノ
原
乎
」
と
述
べ
、

欧
州
列
強
諸
国
が
武
力
だ
け
で
は
な
く

「詐
術
し
を
以
て
、
思
想
的
に
も
経
済
的

に
も
弱
小
国
を
追
い
つ
め
併
合
し
て
い
く
こ
と
を
繰
り
返
し
説
く
の
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
ア
ラ
ビ
i

・
パ
シ
ャ
と
の
会
談
場
面
は
こ
こ
で
描
か
れ
る
。
や
は
り

欧
州
人
が

エ
ジ
プ
ト
を
欺
く

二
つ
の
手
段
と
し
て
と

っ
た
宗
教
と
外
債
の
問
題
を

あ
げ
、
遂
に
は
武
力
で
国
を
制
圧
し
て
し
ま
う
こ
と
を
ア
ラ
ビ
i

・
パ
シ
ャ
に
語

ら
せ
、
そ
れ
を
聞
い
た
谷
と
散
士
は
日
本

の
た
め
に
寒
心
し
欧
州
崇
拝
の
過
ち
を

悟
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
も

エ
ジ
プ
ト
の
悲
劇
は
繰
り
返
し
登
場
す

る
が
、
こ
こ
で
改
め
て

「敗
軍
ノ
将
」

の
口
か
ら
そ
の
亡
国
に
至

っ
た
原
因
を
語

ら
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
主
張
す

る
と
こ
ろ
を
よ
り
強
調
す
る
効
果
を
も
た

せ
て
い
る
。

　
七
編
で
も
欧
州
視
察
旅
行
を
描
く
が
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
柴
四

朗
は
漫
然
と
旅
行
記
を
描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
柴

に
よ

っ
て
注
意
深
く
作
意
さ
れ
た
結
果
、
描
く
必
要
が
あ
り
日
本
人
に
伝
え
る
必
要
が

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
国
が
抽
出
さ
れ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
柴
は
七
編

(巻

十

三
)

を

「
散

士
欧

州

各

邦

ヲ
歴

遊

シ
其

文

物

典

章

ヲ
周
覧

シ
、
将

二
多

悩

河

ヲ
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3

下

リ
飼

都

仏

駝

ヲ
経

テ
馬

留

関

ノ
形

勢

ヲ
巡

視

セ

ン
ト

ス
」

と
始

め
、

実

際

の
行

程

で

エ
ジ
プ

ト
出

国

後

に
立

ち
寄

っ
た

、

フ

ラ

ン

ス
、

ス
イ

ス
、

ド
イ

ツ
、

オ

ー

ス
ト

リ

ア
等

い

わ
ゆ

る
大

国

の
状

況

に

つ

い
て

は
全
く

触

れ

な

い
。

谷

干

城

の

『
洋

行

日
記

』

と

比

較

す

る
と

そ

の
差

異

は
明

ら

か

で
、　

『
洋

行

日

記

』

で

は
、

軍

事

視

察

を
名

目

と

し

て

い
た

こ
と

も
関

係

し

て

い

る

の
で
あ

ろ
う

が

、

こ
れ

ら

の
国

々

に

は

か
な

り

の
記
述

が

あ

る
。
　

『
洋

行

日
記

』

と

『
佳

人

之

奇

遇

』

の
比

較

検

討

作

業

を

通

じ

て

、

そ

れ
ぞ

れ

の
問

題

意

識

の
所

在

が

明

ら

か
と

な

り

得

る

と
考

え

て

い

る
。

　

七
編

(
巻

十

三

・
巻

十

四
)

で

は
、
谷

一
行

は

ト

ル

コ
で
名

将

オ

ス

マ
ン

・
パ

シ

ャ

(
○
叶び
ヨ
9
ロ
　
ワ
向
煽
H
一　
　℃
鋤
ω
げ
9
　
H
O◎
ω
刈
～

H
㊤
O
O
)

と

会

談
、

そ

の
後

、

散

士

は

コ

ー

カ

サ

ス
の
地

で

冒
シ

ア

に
よ

る

コ
ー

カ

サ

ス
経

略

を

回

想

し
、

こ
れ

に
反

抗

し

た
英

雄

シ

ャ
ミ

ー

ル

(
ω
ゴ
⇔
附
p
一一
H
刈
㊤
刈
～

H
O◎
"
ド
)
を

思

う

。

や

が

て

ギ

リ

シ

ア
か

ら

ロ
ー

マ

へ
入

り

各

地

を
見

学

し

た
後

、

散

士

は

一
人

ト

リ

ノ

へ
赴

き

コ
シ

ュ
ー

ト

の
居

を
訪

ね

、

条
約

改

正

問
題

に
関

し

て
意

見

を
請

い
、

世

界

情

勢

に

つ

い
て
議

論

を

交

わ

す
。

そ

の
後

、

ロ

ソ
ド

ソ
で
傍

聴

し

た
国

会

の
様

子

を

描

く
。

　

『
洋

行

日
記

』

に
よ

れ
ば

、
明

治

十

九

年

十

二
月

三
十

一
日

に
谷

一
行

は
ト

ル

コ
で

オ

ス

マ
ン

・
パ

シ

ャ
と

会

談

し

て

い
る
。
　

『
佳

人

之

奇

遇

』

で

は

オ

ス

マ

ソ

・
パ

シ

ャ

に

「
遂

一二

家

ノ
内

仏

派

独

派

英

露

ノ
党

ア
リ

、

以

テ

互

二
相
濟

排

ス

ル

ニ
至

ル
、
突

厭

ノ
大

患

ハ
実

二
此

二
在

リ
、
貴

国

ノ
如

キ

幸

二
国
人

ヲ

シ
テ

外

国

党

派

ヲ
作

ラ

シ

ム

ル
勿

レ
」

と

忠

告

さ

せ

て
、

大

国

ト

ル

コ
の
衰

頽

の

一
因

を

こ

こ

に
求

め

て

い

る
が

、　

『
洋

行

日

記

』

に
よ

れ
ぽ

、　

「
貴

国

の
如

き

も
成

る

丈

け
外

国
人

を
雇

ふ
事

を

止
む

べ

し
」

と

谷

等

に
忠

告

し

た

の
は

、

ト

ル

コ
の

一

少

佐

で
あ

る

こ
と

が
記

さ

れ

て

い

る
。

こ

こ

で
も

柴

は
意

図

的

に
高

名

な
将

軍

オ



亙佳人之奇遇』を読む

ス
マ
ソ
・
パ
シ
ャ
を
利
用
す
る
こ
と
で
自
ら
の
主
張
を
強
調
し
て
い
る
と
み
ら
れ

⑬
る
。

　

こ

の
編

で
最

も

特

徴

的

な

の

は
、

ロ
シ

ア

の
動

き

を
警

戒

す

る
発

言

が

随

所

に

挿

入
さ

れ

、

ロ
シ

ア

の
脅

威

が
強

調

さ

れ

て
く

る

こ

と

で
あ

る
。

オ

ス

マ
ン

・
パ

シ

ャ
の
言

と

し

て
、

ロ
シ

ア

の
雄

略

と
国

是

の
不

動

が

指

摘

さ

れ

、

こ
れ

に

日

本

も

備

え

る

よ
う

忠

告

を
受

け

た

こ
と

を
描

き

、

コ
シ

ュ
1

ト

の
言

に
も

日

本

が

一

番

に
警

戒

す

べ

き

は

ロ
シ

ア

で
あ

る

と

あ

り
、

散

士

と

コ
シ

ュ
ー

ト

に
よ

る

ロ
シ

ア
論

が

巻

十

四

の
大

半

を
占

め

る
。

こ

こ

で

は

臼
清

戦

争

後

、

三
国

干

渉

を

経

過

し

日
露

戦

争

に
向

か
う

明
治

三
十

年

当

時

の
日
本

の
状

況

を

踏

ま

え

て
読

ま

ね
ば

な

ら

な

い
。

　

コ
シ

ュ
ー

ト
と

の
会
談

で
は
、

散

士

が

条

約

改

正

問

題

に

つ

い
て

コ
シ

ュ
ー

ト

に
意

見

を

求

め

る
形

に
な

っ
て

い

る
が

、

こ
れ

も

柴

の
意

図

す

る

と

こ

ろ

は
別

に

あ

る
。

コ
シ

ュ
ー

ト

は
そ

の
質

問

に
答

え

る
た

め

、

フ

ラ

ソ

ス
、

イ
ギ

リ

ス
、

ド

イ

ッ
、

イ

タ

リ

ア
、

ス
ペ

イ

ン
、

ロ
シ

ア

の

「
現

勢
」

を

論

じ

る

が
、

こ

の

「
現

勢

」

は
柴

洋

行

中

の
明

治

二
十

年

頃

の
も

の

で

は
な

い
こ

と

は

明

ら

か

で
、

表

面

上

は
条

約

改

正

問

題

と

い
う

過

去

の
問

題

に
仮

り

て

、

や

は

り
明

治

三
十

年

当

時

の
外

交

方

針

を
考

え

る
上

で

の
柴

の
意

見

表

明

と

な

っ
て

い

る

の
で
あ

る
。

さ

ら

に

コ
シ

ュ
ー

ト

と

の
議

論

は
イ

ギ

リ

ス
と

ロ
シ

ア

の
比
較

論

に
及

ぶ
。
　

「
露

ノ
信

ス

ヘ
カ

ラ

サ

ル
、

英

ヨ
リ
甚

タ

シ
キ

モ

ノ

ア

ル

ヲ
恐

ル
」
、

「
英

ハ
傾

カ

ン

ト

ス

ル

ノ
タ

日

ナ
リ
、

其

熱

炎

炎

タ

ル

モ
猶

忍

フ

ヘ
シ
、
露

ハ
将

二
昇

ラ

ソ

ト

ス

ル
ノ
旭

礒

ナ
リ
、

其

光

未

タ
灼

灼

タ

ラ

ス
遂

二
人

馬

ヲ
燥

錆

セ

ン
、

是

レ
実

二
事

歴

ノ
吾

人

二
教

フ

ル
所

タ

リ
、

豊

親

ム

ヘ
ケ

ン
ヤ
、

豊
親

ム

ヘ
ケ

ン
ヤ
」

と
内

今

や

日

本

が
注

意

す

べ
き

対

象

が

ロ
シ

ア
と

な

っ
て

い

る

こ

と

を
警

告

す

る

の

で
あ

る
。

炉

　

述

べ
七

き

た
よ

う

に
、

明

治

十
年

代

後

半

か

ら

二
十

年

代

前

半

に

お

い

て

は
、

日
本
が
注
意
す
べ
き
相
手
は
欧
州
列
強
で
あ

っ
た
が
、
日
清
戦
争
を
経
過
し
た
日

本

に
は
新
た
な
危
機

(
ロ
シ
ア
の
脅
威
)
が
迫
り
つ
つ
あ

っ
た
。
こ
れ
を
日
本
人

に
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
柴
四
朗
が
こ
の
編
に
着
手
し
た
最
も

大
き
な
動
機
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
柴
は
そ
の
手
段
と
し
て

『
佳
人
之
奇
遇
』

を
利
用
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

2
、
八
編

(
巻
十
五

・
巻
十
六
)

　

八
編
も
同
じ
く
明
治
三
十
年
刊
で
あ
る
が
、
こ
の
編
を
独
立
さ
せ
て
論
じ
る
の

は
、
こ
こ
で
ま
た
内
容

の
趣
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
。
同
年
に
刊
行
さ
れ
て
は
い

る
も
の
の
、
前
編
ま
で
は
欧
州
視
察
旅
行
を
題
材
と
し
て
い
た
も
の
が
、
こ
の
編

で
は
明
治
二
十
年
か
ら
同
二
十
八
年
ま
で
が
描
写
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
あ

っ
た
小
説

と
柴
執
筆
時
点
と
の
時
差
を

一
挙
に
引
き
寄
せ
る
試
み
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
意
を
要
す
る
。

　
八
編

(
巻
十
五

・
巻
十
六
)
で
は
、
欧
州
視
察
を
終
え
ア
メ
リ
カ
に
向
か
う
船

中

で
、
散
士
は
紅
蓮
と
再
会
、
互
い
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
語
り
合
う
。
明
治

二

十
年
六
月
帰
国
後
、
谷
が
条
約
改
正
交
渉
反
対
と
伊
藤
内
閣
の
施
政
を
批
判
し
た

意
見
書
を
提
出
し
農
商
務
大
臣
を
辞
職
す
る
と
、
散
士
も
こ
れ
に
殉
じ
て
辞
職
し

た
。
同
二
十
四
年
春
、
萢
卿
の
同
志
で
あ
る
清
国
人
鉦
叔
平
の
密
使

・
朱
鐵
が
散

士
を
訪
ね
、
挙
兵
の
計
画
が
あ
る
こ
と
を
告
げ

る
。
散
士
は
こ
の
挙
を
中
止
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭

よ
う
と
す
る
が
時
既
に
遅
く
、
鉦
叔
平
は
捕
吏

の
手
に
か
か
り
死
亡
し
た
。
同

二

十
七
年
、
日
清
戦
争
が
勃
発
、
こ
の
頃
よ
り
微
力
を

「征
清
ト
朝
鮮

ノ
独
立
ト

ニ

致
サ
ン
ト
欲
」
し
て
、
数
回
朝
鮮
国
入
り
を
果
た
す
。

一
夜
、
交
友
十
余
人
を
招

き
観
月
の
宴
を
開
き
時
事
を
論
じ
た
。
三
国
干
渉
後
、
三
浦
梧
楼
が
朝
鮮
国
駐
在

公
使
に
着
任
し
散
士
亀
同
行
す
る
が
、
間
も
な
く
十
月
八
日
の
事
変
が
起
こ
り
、　

鎚



窓史

帰
国
後
、
広
島

に
投
獄
さ
れ
た
。
あ
る
夜
、
散
士
の
枕
頭
に
李
豊
栄
と
金
玉
均
が

あ
ら
わ
れ
て
、
李
が
金
に
冤
罪
を
訴
え

て
い
る
の
を
聞
き
な
が
ら
、
散
士
が
辣
然

と
し
て
驚
き
目
覚
め
る
と
、
そ
れ
は
獄
中
の

一
夢
で
あ
り
、
暗
闇

の
中
に
聞
こ
え

る
の
は
巡
視
す
る
警
官

の
靴
音
と
剣
の
響
き
の
み
で
あ

っ
た
、
と

い
う
場

面

で

『佳
人
之
奇
遇
』
八
編
全
十
六
巻
は
そ

の
物
語
を
終
え
る
。

　

こ
の
編

で
は
時
間
が

一
挙
に
経
過

す

る
た

め
史
実
的
出
来
事
の
羅
列
が
多
い

が
、
柴
が
こ
こ
で
こ
の
よ
う
な
手
法
を
と

っ
た
の
は
、
と
く
に
訴
え
て
お
き
た
い

こ
と
が
あ

っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
第

一
は
谷
干
城

の
意
見
書
提
出
の
背

景

に
触
れ
て
お
く
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
意
見
書
は
提
出
当
時
は
秘
密
出
版
と
い

う
形
で
流
布

し
た
が
、
柴
に
は
改
め
て
自
ら
そ
の
真
実
を
述
べ
る
必
要
が
あ

っ

た
。
条
約
改
正
交
渉
反
対
と
時

の
政
府
批
判
を
表
明
し
た
谷
の
意
見

書
作

成

に

は
、
柴
四
朗
も
関
与
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
若
干
の
異
同
は
あ
る
も

の
の
ほ
ぼ

意
見
書

の
全
容
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
谷
と
柴
は
意
見
を
同
じ
く
し
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
日
清
戦
争

に
つ
い
て
柴
は
、

「蓋
我
国
振
古
以
来
、
兵
ヲ
海
外

二
出

ス
モ
ノ
少

シ
ト
セ
ズ
、
而

シ
テ
其
遺
算
ナ
ク
鴻
功
偉
烈
、
未
タ
斯
ノ
如
キ
大
捷

ア
ラ
ザ
ル
ナ

リ
、
然
レ
ト
モ
退
キ
テ
細

二
之
ヲ
尋
釈

ス
レ
ハ
、
是
レ
萢
卿
力
十
余
年
前
ノ
献
策

ト
符
節

ヲ
合

ス
ル
カ
如
シ
、

鳴
呼
亦
奇

ナ
リ
ト
謂
フ

ヘ
シ
し

(巻
十
六
)

と
述

べ
、
既
に
五
編

(巻
九
)
で
述
べ
て
い
た
自
ら
の
論
策
と
の
符
合
を
こ
こ
で
述
べ

て
い
る
。
ま
た
京
城
で
の
観
月
の
宴
席

で
交
友
と
時
事
を
談
論
す
る
場
面
で
は
、

八
人

に
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
述
べ
さ
せ
、
そ
れ
が
戦
後
の
輿
論
を
総
評
す
る
も
の

に
な

っ
て
い
る
。

　
十
月
八
日
事
変

の
真
相
を
語
る
こ
と

も

こ
の
編
執
筆

の
大
き
な
動
機
と
な

っ

た
。
明
治

二
十
九
年
二
月
二
十
三
日
か
ら
三
月

一
日
の

『東
京
朝
日
新
聞
』
　
「
八

日
事
変
の
原
因
L

は
、　
「明
治
廿
八
年
十
月
八
日
の
朝
鮮
京
城
事
変
に
関
係
深
か
　

腿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3

り
し
と
云
ふ
柴
四
朗
、
国
友
重
章
の
二
氏
が
同
事
変
に
付
て
語
る
所
」
を
録
す
と

し
た
連
載

で
、　
「少
し
く
朝
鮮
政
治
上
の
真
相
を
知
る
も
の
ハ
此
変

の
実
に
已
む

を
得
ざ
る
に
出
た
る
を
認
め
ざ
る
ハ
な
し
」、
「世
人

ハ
宜
し
く
此
事
変

の
裏
面
に

ハ
日
本
及
び
朝
鮮

の
国
勢
上
、
東
洋
の
平
和
上
、

一
大
禍
機

の
陰

々
と
し
て
潜
伏

し
居
た
る
こ
と
を
記
憶
せ
ざ

る
可
ら
ず
」
、　
「
帝
国
政
府
当
初

の
宣
言
を
如
何
に

す
る
か
、
帝
国

々
民

の
此
に
満
足
せ
ざ
る
ハ
勿
論
、
朝
鮮

の
独
立
帝
国
の
面
目
及

び
利
益
東
洋

の
平
和
を
挙
げ
て
之
を
他
人
の
躁
躍

に
帰
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
左
れ

バ
此
危
機

一
髪

の
時
に
際
し
当
局
の
外
交
官
が
其
身
を
犠
牲

に
し
て
匡
済
手
段
を

執
る

ハ
萬
已
む
を
得
ざ
る
に
出
で
た
る
も
の
と
信
ず
る
な
り
」
と
、
こ
の
事
変
が

や
む
を
得
ず
起

こ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
日
本
と

ロ
シ
ア
の
衡
突
は
避
け
ら
れ
な
い

こ
と
を
述
べ
る
。　
「我
々

ハ
更
に
明
言
せ
ん
と
欲
す
る
所
な
き
に
非
ず
と
難
も
外

交
上
柳
か
渾
る
所
あ
る
を
以
て
暫
く
沈
黙
を
守
る
べ
し
、
乞
ふ
世
人
之
を
言
外
に

察
せ
よ
」
と
記
事
は
結
ん
で
お
り
、
こ
れ
が
翌
三
十
年
刊
行

の
八
編
に
つ
な
が

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

『佳
人
之
奇
遇
』
終
巻
に
散
士
が
み
た
夢
で
、
金
玉
均

に
冤
罪
を
訴
え
て
い
る

李
豊
栄

(
周
会
)
は
、
明
治
二
十
九
年
二
月
に
閲
妃
殺
害
の
罪

で
刑
死
し
た
人
物

で
あ
る
。
李
が
十
月
八
日
事
変
の
罪
を
負
わ
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
冤
罪
を
訴
え

日
本
政
府

の
態
度

に
異
を
唱
え
て
い
る
姿
に
仮
り
て
、
柴
は
自
ら
の
冤
罪
を
訴
え

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
最
後
に
金
玉
均
に

「老
子
日
ク
天
下
ノ
至
柔

ハ

天
下
ノ
至
剛
ヲ
馳
膀

ス
ト
、
余
唯
国
家
ノ
為
メ
一二

脈
ノ
望

ヲ
繋
ク
所
以
ノ
モ
ノ

ハ
、
朝
鮮

ノ
至
柔
能
ク
強
国
至
剛
ノ
間

二
介
立
シ
テ
祀
ヲ
存
ス

ル
ヲ
望

ム

ニ
在

リ
、
是

レ
天
機
ナ
リ
漏

ス
可
カ
ラ
ス
」
と
言
わ
せ
、
朝
鮮
国
の
将
来
に
望
み
を
つ

な
い
で
柴

は
欄
筆
す
る
。
以
後
の
柴
四
朗
が
と
る
行
動
を
追
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が



『佳人之奇遇』を読む

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
る
。

　
八
編
に
至
る
と
そ
の
内
容
は
柴

の
体
験
し
た
出
来
事
の
み
で
構
成
さ
れ
、
終
巻

に
至

っ
て
は
対
朝
鮮
政
策

の
表
明
と
自

己
の
弁
明
に
終
始
し
て
し
ま
い
、
ほ
と
ん

ど
小
説
の
体
は
成
し
て
い
な
い
。　
「過
去
の
傑
作
が
、
そ
の
名
声

の
尾
に
つ
い
て

蛇
足
的
に
続
い
た
」
と
み
る
の
が

『佳
人
之
奇
遇
』
に
下
さ
れ
た
同
時
代

の
最
終

的
評
価
で
あ

っ
た
が
、
確
か
に
小
説
作

品
と
し
て
み
る
な
ら
ば
そ
の
評
も
や
む
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

得
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
果
た
し
て
柴
四

朗
に
小
説
を
作
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
評
価
を
得
る
こ
と
に
意
昧
は
あ

っ
た
の
か
と

い
う
問
題
は
い
ま

一
度
問
い
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。
や
は
り
こ
の
年

一
挙

に
刊
行

に
踏
み
切

っ
た
柴
四
朗

の
意
志
と
そ
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
を
重
要
と
し
た
い
。
柴

に
は
政
治
を
論
じ
る
場
が
必
要
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が

「政
治
小
説
」
と
い
う
名
を

仮
り
た

『
佳
人
之
奇
遇
』
で
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
小
説
と
し
て
文
壇

に
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
評
価
さ
れ
る
か
は
柴

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。

お
　

わ
　

り
　

に

　
以
上
、　
『
佳
人
之
奇
遇
』
執
筆
の
背
景

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
本
稿
で
は
小

説
上
の
設
定
年
代
と
、
現
実
に
柴
四
朗

が
執
筆
し
て
い
く
年
代
と
の
時
差
に
注
目

し
、
そ
れ
が

『
佳
人
之
奇
遇
』
各
編
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
で

あ

っ
た
の
か
を
中
心
に
論
じ
た
。
扱
わ
れ
る
事
象
は
数
年
前
の
過
去
の
世
界
と
日

本

の
姿
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
は
今
現
在

の
世
界
情
勢
の
中
で
日
本
が
置

か
れ
た
立
場
、
日
本
の
現
状
を
見
据
え
た
同
時
代
史
で
あ
り
、
柴
四
朗
の
政
治
的

意
見
表
明

の
場
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
も

っ
て
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ

た
。
次

の
段
階
と
し
て
当
然
そ
こ
に
展

開
さ
れ
る
柴
四
朗

の
立
論
の
分
析
が
必
要

と
な
る
。
近
代
日
本
の
政
治
思
想
史
上

、　
『佳
人
之
奇
遇
』
お
よ
び
柴
四
朗
の
政

治
思
想

は
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
を
論
究
し
て
い
く
こ
と
が
筆
者
の

次

の
課
題

で
あ
る
。

註①

柳

田
泉

「
政
治
小
説

の

一
般

(
二
)
」

『
明
治
文
学
全
集
6
』

(
筑
摩
書
房
、

一
九

　

六
七
年
)
。

　

　
ま
た
松
井
幸
子

『
政
治
小
説

の
論
』
　
(
桜
楓
社
、

一
九
七
九
年
)
で
は
、
そ
れ
ま

で

　

の
政
治
小
説

の
自
由
民
権
ー
国
内
的
政
治
権
カ
ー
対

外
的
国
権

の
伸
張

と
い
う
直
立
発

　
展
図
式
が
、

『佳
人
之
奇
遇
』
的
な
考

え
方

に
よ

っ
て
、
対
外
的
国
権
と
民
権
と

い
う

　
並
立
図
式

に
形
を
変

え
、　

「
対
外
的
国
権

の
政
治
小
説
中

の
別
派
的
動

き
」
が
生
ま
れ

　

た
と
す

る
。

②

『
自
由
新
聞
』
明
治
十
七
年
九
月
三
十

目

・
十
月

一
日

・
四
日

・
五
目
。

③

徳
富
薦
花

『
黒

い
眼
と
茶
色

の
目
』

(
大
正
三
年
十
二
月
刊
)
。

④

『
佳
人
之
奇
遇
』
全
編
を
取
り
扱

う
先
行
研
究
に
は
、
柳

田
泉

「政

治
小
説
研
究

　
上
巻
」
　
『
明
治
文
学
研
究

第
八
巻
』
　
(
春
秋
社
、

一
九

六
七
年
)
が
あ
る
。

⑤

拙
稿

「
東
海
散

士
柴

四
朗

の
政
治

思
想
ー
政
治
小
説

『
佳
人
之
奇
遇
』
発
刊
以
前
」
」

　

(
『
史
窓
』
第
五
十

六
号
、

一
九
九
九
年
)
。

⑥

柴

四
朗

は
日
本
で
の
自
由
民
権
運
動
最
盛
期

に
米
国
留
学
中

で
あ

っ
た
た
め
、
日
本

　

の
自
由
民
権
運
動

へ
の
理
解
、
把
握

に
若
干
乏
し

い
面
が
あ

り
、
そ
れ
が
自
由
罵
権
論

　

者

へ
の
冷
淡
な
態
度

に

つ
な
が
る

の
で
は
な

い
か
と

い
う
指
摘
を
し

て
お
く

こ
と
が

で

　

き
る
。

⑦

ガ

ム
ベ

ッ
タ
は
普
仏
戦
争

(
一
八
七
〇
～

一
八
七

一
)

で
は
愛
国
主
義
の
立
場

か
ら

　
強
硬
抗
戦
論
を
主
張

し
た
。
戦
後
は
共
和
派

の
指
導
者
と
し
て
下
院
議

長
、
首
相
を

つ

　

と
め
た
。

⑧

日
本
史
籍
協
会
編

『
谷
干
城
遺
稿

二
』

(
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
年
)

に

　

は
、
ア
ラ
ビ

ー

・
パ

シ
ャ
と

の
会
談

の
内
容

に
つ
い
て
は

「別

に
記
す
」

と
あ

り
そ

の

　

詳
細
は
現
段
階

で
は
不
明

で
あ
る
。

⑨
　
柴

は
特

に

エ
ジ
プ

ト
問
題

に
は
こ
の
後
も
深

い
関
心
を
寄

せ
、
後

に
そ
れ
は

『
埃
及

　

近
世
史
』
刊
行

(博

文
堂

、
明
治

二
十
ご
年
十

一
月
刊
)
と

い
う
形

で
結
実
す
る

こ
と

に
な
る
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

鋤



窓史

⑩

こ
の
評
者
は
無
記
名

で
特
定
で
き

な
い
。

『佳
人
之
奇
遇
』
自
叙
に
、

「
唯
憾

ム
ラ

　

ク

ハ
竈
頭

ノ
論

評

ハ
多

ク
内
外
諸
名

士
ノ
筆

二
係

ル
ト
錐

モ
揮

ル
所

ア
リ
テ
戴

二
其
姓

　
名

ヲ
掲

ク
ル
能

ハ
サ
ル
ノ
ミ
」
と
あ

っ
て
、
複
数
人
が
存
在
す

る
ら
し

い
が
、
恐
ら
く

　
柴
が
自
身

で
評
を

つ
け
る
こ
と
も
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

⑪

『
目
本
』
明
治

二
十
五
年

一
月
三
十

一
日
。
記
事

「東
海
散
士
、
奥

の
会
津

の
候
補

　
者

た
り
、

一
日
、
政
治
上

の
意
見
を
述

べ
て
曰
く
、
予
が
意
見

は
佳

人
之
奇
遇
第
八
巻

　

に
同

じ
と
、
自
著

の
小
説

を
把

っ
て
宣
言
に
代

ふ
、
亦

奇
」
。

⑫

明
治

二
十

一
年

十
二
月
七
目
大
阪
市
東

区
今
橋

の
経
世
評
論
社
か
ら
毎
月

二
回
発
行

　

さ
れ

た
。
池
辺
三
山
主
筆
。
第

扁
号
は
表
紙

に
巻
頭
言
が
あ

り
、
発
刊
序

言
、
東
海
散

　

士
、
池
辺

の
論
文
、
あ
と

に
三
宅
雪
嶺

、
大
石
正
己
、
依

田
学
海
、
国
分
青
塵
な
ど

の

　
短
文

や
漢
詩
を
配

し
て
全

五
十
七
頁
で
あ

っ
た
。
雑
誌

は
中
立
主
義
を
標
榜

し
た
が
、

　

執
筆
者

の
顔
ぶ
れ
か
ら
条
約
改
正
反
対

の
国
粋
派
で
あ

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

　

号
数

不
詳
。

⑬

オ

ス
マ
ン

・
パ
シ
ャ
も

ま
た
英
雄
と
し
て
日
本

で
は
深

い
関
心
を
持

た
れ

て
い
た
人

　
物

で
あ

り
、
柴
自
身

も
雑
誌

『
経
世
評
論
』
　
(
前
述
)
創
刊
号

に
執
筆

し
た

「欧
羅
巴

　

に
心
酔

ス
」
と

い
う
論
説

で
オ

ス
マ
ン

・
パ
シ
ャ
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

⑭

錘
叔
平

は
、

『佳

人
之
奇
遇
』
四
編

に
序
文

「
百
字
引
」
を
寄

せ
て
お
り
実
在

の
人

　
物

で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ

る
。
ま
た
柴

は
、
雑
誌

『経
世
評
論
』
第
十
号

(
明
治

二

　

十

二
年

四
月
十
九
日
)

に
お
い
て

「與
叔
平
錘
書
」
を
執
筆

し
て
お
り
両
者

の
交
遊
が

　
知

ら
れ
る
。

⑮

柳

田
前
掲
書
。

同
時
代

の
雑
誌

『
国
民
之
友
』

批
評
欄

に
お
い
て
も

『
佳
人
之
奇

　

遇
』

に
対
す
る
同
様

の
評
価
が
み
ら
れ
る
。

⑯

既

に
柴

は

『佳

人
之
奇
遇
』
自
叙

に
お

い
て

「
蓋

シ
皇
天

ノ
仁
慈

ナ
ル
猶

ホ
且

ツ
万

　

人

ノ
所
望

ヲ
満

タ
ス
コ
ト
能

ハ
ス
、
何

ソ
独

リ
散
士

ノ
佳
人
之
奇
遇

二
疑

ハ
ソ
ヤ
、
故

　

二
読
者

ノ
評
論

ハ
関

ス
ル
所

ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
平
意
虚
心
文
字

二
拘
泥

セ
ス
全
編

ヲ

　

通
覧

シ
テ
微
意

ノ
存

ス
ル
所

ヲ
誤

ル
勿

ク
ソ

バ
幸
甚
」

と
述

べ
て
い
る
。
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